
　６月６日㈬「いか釣り船団出航式」。今年で12回目を迎えるこの式典は、山形県酒田市がまち一丸となって
船団を送り出すという、全国初の試みとしても注目され、今や初夏を告げる風物詩となっています。この日は、
平日にも関わらずおおよそ３千人の人出があり、出店や酒田舞妓の演舞、演歌のコンサート等を楽しみながら
港に集結した９隻の船団を見送りました。孫の「じいじ！いってらっしゃーい！！」の声援の中、赤や黄色のカ
ラフルなテープを船体に纏い、出航していく「いか釣船団」の姿は、見る者の胸を熱くさせます。まちのみん
なが、航海の安全と大漁を心からお祈りしています。いってらっしゃい！！

い
ざ
出
陣
！！

漁民と手をつなぐ広報誌
山形県漁業協同組合

広報誌
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第
53
回
通
常
総
代
会
は
、
6
月
26
日
㈫
午
前
10
時

よ
り
本
所
講
堂
に
お
い
て
、
総
代
99
名
（
内
8
名
が

委
任
出
席
）
の
出
席
と
多
数
の
来
賓
の
方
々
ま
た
、

各
関
係
機
関
代
表
者
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
本
間
組
合
長
が
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
来

賓
と
し
て
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
（
沼
澤
好
德
山

形
県
庄
内
総
合
支
庁
長
代
読
）、
丸
山
至
酒
田
市
長
、

時
田
博
機
遊
佐
町
長
、
宮
治
仁
志
農
林
中
央
金
庫
山

形
支
店
長
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
加
茂
地
区
の
板
垣
貢
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
第
1
号
議
案
の
平
成
29
年
度

事
業
報
告
及
び
損
失
処
理
案
の
承
認
に
関
す
る
件
、
第
2
号
議
案
の
平
成
30
年
度
事
業

計
画
の
設
定
に
関
す
る
件
、
第
3
号
議
案
の
第
6
次
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
関
す
る

件
か
ら
第
10
号
議
案
の
組
合
員
の
除
名
に
関
す
る
件
ま
で
、
10
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
事
業
概
況

　
本
県
漁
業
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
定

置
網
漁
業
等
の
一
部
漁
業
の
水
揚
げ
金

額
が
増
加
し
た
他
は
、
年
間
を
通
し
て

沿
岸
・
沖
合
漁
業
と
も
に
水
揚
げ
金
額
・

数
量
が
前
年
を
下
回
り
経
済
事
業
全
体

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
当
組
合
は
、
将
来
に

向
け
た
漁
業
生
産
を
担
っ
て
い
く
効
率

的
か
つ
安
定
的
な
漁
業
経
営
体
を
育

成
・
確
保
す
る
た
め
、
国
の
水
産
施
策

と
し
て
の
漁
船
リ
ー
ス
事
業
や
機
器
等

導
入
事
業
を
活
用
し
漁
業
構
造
改
革
に

努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
・
広

域
浜
プ
ラ
ン
の
実
践
と
し
て
の
、
山
形

市
内
に
お
け
る
産
直
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
拠
点
と
し
た
庄
内
浜
産
水
産
物
の

消
費
拡
大
活
動
に
お
け
る
販
売
面
に
つ

い
て
は
順
調
に
推
移
し
、
前
年
度
を
上

回
る
実
績
で
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
当
組
合
の
収
支
に
つ

い
て
は
、
信
用
事
業
を
は
じ
め
購
買
事

業
・
販
売
事
業
・
製
氷
事
業
の
経
済
事

業
が
大
幅
な
減
益
と
な
り
、
厳
し
い
状

況
を
反
映
し
事
業
総
利
益
は
大
幅
に

減
少
し
事
業
損
失
と
し
て
残
念
な
が

ら
21
百
万
円
、
当
期
損
失
金
と
し
て

7
百
万
円
の
前
期
対
比
で
減
収
減
益
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
役
職
員
一
致
団
結
し
て
経
営

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
組
合
員
の
高
齢
化
等
に

よ
り
新
規
・
満
期
更
新
が
厳
し
く
、
主
要

商
品
で
あ
る
「
チ
ョ
コ
ー
」
の
保
有
伸
長

率
は
97
・
7
％
と
低
迷
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
く
ら
し
」
の
伸
長
率
は
制
度
改
正
に
よ

る
契
約
高
が
増
加
し
102
・
0
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
総
体
的
に
保
有
率
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
長
期
共
済
に

つ
い
て
計
画
達
成
が
年
度
末
に
偏
っ
た
こ

と
等
が
影
響
し
、
共
済
事
業
総
利
益
は
12

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
99
・
7

％
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
87
・
7

％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

③ 

購
買
事
業

　

当
組
合
の
主
要
取
扱
品
目
で
あ
る
A
重

油
の
供
給
数
量
は
、
漁
業
用
は
減
少
し
ま

し
た
が
、
企
業
向
け
及
び
酒
田
北
港
工
事

船
向
け
の
供
給
が
順
調
に
推
移
し
、
前
年

対
比
119
・
6
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

軽
油
に
つ
い
て
は
、
公
共
機
関
へ
の
供

給
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
対
比

66
・
7
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
灯
油
に
つ
い
て
は
、
主
に
生
協
向
け

供
給
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
対

比
88
・
4
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

潤
滑
油
に
つ
い
て
は
、
前
年
対
比
90
・

1
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
石
油
類
全
体
の
供
給
数
量

は
前
年
対
比
109
・
6
％
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

魚
箱
類
に
つ
い
て
は
、
原
材
料
の
上
昇

に
伴
う
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
値
上
げ
要
請
に

対
し
、
粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
価
格
維
持

に
努
め
ま
し
た
。
取
扱
数
量
で
は
、
鮮
魚

の
漁
獲
量
大
幅
減
に
よ
り
、
前
年
対
比

① 

信
用
事
業

　

貯
金
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を

51
億
円
と
し
、
本
年
度
も
「
全
国
統
一
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
の
運
動
を
展
開
し
な
が

ら
貯
金
残
高
の
維
持
・
確
保
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
沿
岸
漁
業
の
水
揚
不
振

や
国
の
制
度
を
利
用
し
た
設
備
投
資
に
関

連
す
る
自
己
資
金
分
の
流
出
も
相
ま
っ
て
、

個
人
貯
金
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
で
、
関
係
中
央
団
体
か
ら
の
定
期

貯
金
の
取
組
み
に
よ
り
、
最
終
的
に
年
度

末
残
高
は
52
億
66
百
万
円
、
平
均
残
高
で

は
52
億
32
百
万
円
と
な
り
計
画
対
比
103
・

2
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

貸
出
業
務
に
つ
い
て
は
、
計
画
目
標
を

7
億
24
百
万
円
と
し
融
資
伸
長
に
努
め
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
年
度
末
残
高
は
5
億

71
百
万
円
と
な
り
計
画
対
比
79
・
0
％
と

い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
貯
貸

率
に
つ
い
て
は
10
・
8
％
と
な
り
前
年
対

比
1
・
8
％
下
回
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
信
用
事
業
総
利
益
は
27
百

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
78
・
4
％

の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
82
・
4
％

の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

② 

共
済
事
業
　

　

長
期
共
済
新
規
契
約
高
は
普
通
厚
生
共

済
「
チ
ョ
コ
ー
」
が
13
億
19
百
万
円
、
生

活
総
合
共
済
「
く
ら
し
」
が
3
億
99
百
万

円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
を
100
％
、
181

％
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
53
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通
常
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催
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85
・
7
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
購
買
事
業
総
利
益
は
1
億

68
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
90
・

2
％
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は
、

93
・
0
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

④ 

販
売
事
業

　

本
年
度
の
本
県
漁
業
は
、
主
要
漁
種
で

あ
る
い
か
釣
漁
業
が
振
る
わ
ず
、
小
型
い

か
釣
漁
業
に
つ
い
て
は
前
年
対
比
64
％
の

3
億
9
百
万
円
の
水
揚
に
と
ど
ま
る
と
と

も
に
、
中
型
い
か
釣
漁
業
に
つ
い
て
は
前

年
並
み
の
水
揚
数
量
で
あ
り
ま
し
た
が
、

水
揚
金
額
で
は
前
年
対
比
1
億
円
ほ
ど
減

の
10
億
51
百
万
円
の
実
績
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

　

地
元
船
に
お
け
る
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て

は
、
天
候
不
順
に
よ
る
出
漁
不
足
等
に
よ

り
総
じ
て
水
揚
不
振
と
な
り
、
水
揚
数
量

で
前
年
対
比
373
ト
ン
減
の
３
，
２
５
３
ト

ン
、
水
揚
金
額
で
前
年
対
比
1
億
39
百
万

円
減
の
17
億
75
百
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
総
水
揚
は
31
億
35

百
万
円
と
な
り
、
当
初
計
画
の
29
億
円
を

上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
本
県
漁

業
者
に
と
っ
て
は
厳
し
い
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

買
取
販
売
の
鮮
魚
部
門
で
の
取
扱
い
で

は
、
消
費
拡
大
の
た
め
本
県
内
陸
部
へ
の

販
売
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
未
利
用
魚
・

低
価
格
魚
の
販
路
拡
大
・
産
地
価
格
の
底

上
げ
に
努
め
ま
し
た
。

　

船
凍
い
か
が
主
体
の
冷
凍
部
門
で
は
、

地
元
加
工
業
者
と
の
取
引
が
増
加
し
、
前

年
対
比
75
百
万
円
増
の
7
億
99
百
万
円
の

買
取
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
魚
価
向
上
に
関
す
る
取
組
み
で

は
、
春
と
秋
に
「
庄
内
浜
旬
の
魚
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
本
県
内
陸
部
の
量
販
店
で
実

施
し
、
庄
内
浜
産
水
産
物
の
認
知
度
向
上

と
消
費
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
庄

内
浜
産
水
産
物
取
扱
強
化
と
消
費
拡
大
に

向
け
、
庄
内
浜
魚
応
援
店
等
に
対
し
Ｉ
Т

活
用
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
水
揚
情
報
・

産
地
市
場
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　

11
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１

７
年
度Fish-1

グ
ラ
ン
プ
リ
「
プ
ラ
イ
ド

フ
ィ
ッ
シ
ュ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
店

し
、
庄
内
浜
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
努

め
ま
し
た
。

　

以
上
に
よ
り
、
販
売
事
業
総
利
益
は
1

億
17
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し

73
・
1
％
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
て
は

81
・
3
％
の
達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

⑤ 
製
氷
冷
凍
冷
蔵
事
業

　

小
型
い
か
釣
漁
業
へ
の
供
給
は
不
振
を

極
め
前
年
対
比
88
％
の
供
給
数
量
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
沿
岸
漁
業
の
底
曳

網
漁
業
や
定
置
網
漁
業
等
へ
の
供
給
は
漁

場
環
境
の
悪
化
に
よ
る
水
揚
量
の
減
少
に

よ
り
伸
び
悩
み
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
供

給
数
量
で
前
年
対
比
85
・
8
％
の
4
万
1

千
本
、
供
給
高
で
は
前
年
対
比
85
％
の
73

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
製
氷
冷
凍
事
業
総
利
益
は
26

百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
77
・
3

％
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し
79
・
8
％
の

達
成
率
と
な
り
ま
し
た
。

⑥ 

加
工
事
業

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
冷
凍
ス
ル
メ
イ
カ

の
原
料
高
が
影
響
し
、
慢
性
的
に
消
費
が

鈍
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
製
品
売
上
及

び
原
料
売
上
と
も
に
下
降
線
を
辿
り
、
最

終
的
に
は
前
年
を
9
百
万
円
下
回
る
43
百

万
円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
工
製
品
の
主
軸
で
あ
る
学
校

給
食
で
は
、
加
工
原
料
の
不
漁
が
影
響
し

欠
品
と
な
る
等
の
結
果
を
招
い
て
お
り
、

こ
う
し
た
加
工
原
料
不
足
を
背
景
に
販
売

計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
山
形
市
に
出
店
し
て
い
る
「
県

漁
協
直
営 

庄
内
海
丸
」
の
売
上
は
好
調

で
あ
り
、
月
平
均
3
百
万
円
台
の
売
上
を

維
持
し
て
お
り
、
売
上
高
は
前
年
対
比
5

百
万
円
増
の
44
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
加
工
事
業
総
利
益
は
14
百

万
円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
8
百
万
円
増

（
229
・
1
％
）
の
実
績
率
、
計
画
に
対
し

11
百
万
円
増
（
470
・
3
％
）
の
達
成
率
と

な
り
ま
し
た
。⑦ 

指
導
事
業

　

県
、
沿
岸
市
町
の
協
力
を
得
て
、
各
種

種
苗
中
間
育
成
及
び
稚
魚
・
稚
貝
の
放
流

を
実
施
し
、
資
源
の
培
養
と
繁
殖
保
護
に

努
め
ま
し
た
（
放
流
尾
数　

ア
ワ
ビ
２
３

１
，
３
０
０
個
、
ヒ
ラ
メ
１
４
３
，
４
０

０
尾
、
サ
ケ
１
９
５
，
６
０
０
尾
）。
さ

ら
に
は
、
放
流
地
付
近
の
禁
漁
区
お
よ
び

保
護
区
域
の
設
定
に
よ
り
、
放
流
稚
魚
の

保
護
を
図
り
ま
し
た
。

　
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」
お
よ
び
「
浜

の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」
を
継
続
的
に

推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
水
産
業

競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
事
業
を
積
極

的
に
活
用
し
、
漁
業
経
営
の
安
定
と
水
産

物
の
安
定
供
給
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、「
浜
の
担
い
手
漁
船

リ
ー
ス
緊
急
事
業
」
を
積
極
的
に
推
進
し
、

新
船
建
造
・
代
船
購
入
・
機
関
換
装
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
浜
の
漁
業
経
営
構
造
の

改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
和
堆
に
お
け
る
外
国
漁
船
の
違
法
操

業
に
つ
い
て
、
漁
業
者
と
と
も
に
水
産
庁

等
関
係
機
関
と
の
協
議
を
重
ね
、
事
態
の

解
決
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
11
月

頃
か
ら
本
県
に
も
流
れ
着
い
た
漂
流
・
漂

着
木
造
船
に
つ
い
て
、
県
・
市
町
と
連
携

し
情
報
収
集
お
よ
び
提
供
に
努
め
ま
し
た
。

　

緊
迫
す
る
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問

題
に
つ
い
て
、
漁
業
無
線
局
の
電
波
が
届

か
な
い
海
域
で
操
業
す
る
漁
船
と
の
連
絡

手
段
の
確
保
の
た
め
、
県
の
支
援
を
受
け

て
船
舶
衛
星
電
話
の
設
置
に
取
組
み
ま
し

た
。

　

新
規
漁
業
者
育
成
事
業
関
係
で
は
、
国

庫
事
業
に
よ
る
長
期
研
修
に
独
立
型
3
名
、

雇
用
型
2
名
が
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
4
名
が
就
業
し
、
1
名
は
研
修

を
継
続
中
で
す
。

● 公共料金の口座振替は漁協で！
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平成29年度　山形県漁協水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船 　 　 名 船 主 名 所属支所等

船凍県内中型船 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所
船凍県外中型船 50t以上 第85若潮丸 石垣漁業㈱ 根 室 漁 協

底曳網
ほか

15～20t 第28廣德丸 池田亀五郎 さかた総合市場

10～15t
萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第58海瑞丸 本間　昭志 豊 浦 支 所
第５平安丸 五十嵐安哉 念珠関総括支所

5～10t
第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場
第２千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所

5t未満 福 傳 丸 阿部　昌樹 さかた総合市場
はえ縄・
一本釣     　
刺網ほか

1～3t
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
海 皇 丸 本間健太郎 念珠関総括支所
第８長寿丸 鈴木　重作 豊 浦 支 所

定置網 第18仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 由良総括支所

採介藻ほか 1t未満
幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

鮮いか県内船 10～20t 第18睦　丸 池田　敏行 さかた総合市場

鮮いか県外船 30t未満
第58喜久丸 櫻 庭 　 斉 福島吉岡漁協
第58稲荷丸 国田美保子 大畑町漁協
第7大鳥丸 ㈱ 大 鳥 綾 里 漁 協

平成29年度　鶴岡市水揚優秀船表彰
漁　業　種　類 船　　名 船主名 所属支所等

沖　　合 50t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所

底 曳 網

10t以上
萬 龍 丸 飛塚　美和 念珠関総括支所
第58海瑞丸 本間　昭志 豊 浦 支 所
第5平安丸 五十嵐安哉 念珠関総括支所

5～10 t
第 2千祥丸 佐藤　栄一 由良総括支所
清 徳 丸 佐藤　清紀 念珠関総括支所

5 t未満
弥 恵 丸 佐藤　正美 温海出張所
伝 栄 丸 齋藤　和男 加茂出張所

沿　　岸 3 t未満
海 成 丸 本間　金弥 念珠関総括支所
海 皇 丸 本間健太郎 念珠関総括支所
第８長寿丸 鈴木　重作 豊 浦 支 所

定 置 網 第18仁豊丸 ㈲ 仁 三 郎 由良総括支所

磯　　見 1 t未満
幸 進 丸 榊原　英樹 由良総括支所
白 山 丸 榊原　昭夫 由良総括支所

平成29年度　水揚優秀船漁撈長表彰
表彰基準 表彰者名 船　　名

県内船

佐藤長悦郎 第38正徳丸
齋藤　春雄 第81金剛丸
佐藤　幸二 第81白山丸
伊関　　豊 第18仁豊丸

県外船 本間　　健 第85若潮丸

平成29年度　酒田市水揚優秀船表彰
区分 漁業種類 船　　名 船主名 所属支所等

県内

船凍いか釣 30t以上 第38正徳丸 佐藤長悦郎 豊 浦 支 所
底曳網　5t以上 第２漁吉丸 阿部　清浩 さかた総合市場

いか釣
5～30t 第18睦　丸 池田　敏行 さかた総合市場

5t未満
第28宝運丸 進藤　優一 飛 島 支 所
豊 漁 丸 讃岐　　均 さかた総合市場

地 先
3～5t

宝 洋 丸 進藤　十二 さかた総合市場
金 毘 羅 丸 讃岐　利行 飛 島 支 所

3t未満
第 5多喜丸 渡部　伸二 さかた総合市場
第 3七宝丸 池田　富生 飛 島 支 所

磯 見 寿 和 丸 渡部　和夫 飛 島 支 所

平成29年度 水  揚  表  彰

平
成
30
年
度　

第
２
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
30
年
6
月
5
日
㈫

場　

所
：
本
所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

１　

平
成
29
年
度
期
末
監
事
監
査
の
報
告
に
つ
い
て

２　

定
款
及
び
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

３　

平
成
29
年
度
貸
借
対
照
表
･
損
益
計
算
書
及
び

注
記
表
並
び
に
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

４　

第
53
事
業
年
度
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に
つ

い
て

５　

平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

６　

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

７　

平
成
30
年
度
資
金
運
用
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

８　

平
成
30
年
度
栽
培
漁
業
地
域
展
開
促
進
事
業
実

施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

９　

平
成
29
年
度
全
漁
連
期
末
監
査
の
改
善
指
示
書

に
つ
い
て

10　

五
十
嵐
安
哉
氏
の
黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
に
つ

い
て

11　

山
形
県
地
域
協
調
型
洋
上
風
力
発
電
研
究
・
検

討
会
議
（
仮
称
）
へ
の
参
加
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

１　

平
成
29
年
度
固
定
資
産
減
損
損
失
の
兆
候
に
つ

い
て

２　

平
成
29
年
度
自
己
資
本
比
率
の
状
況
に
つ
い
て

３　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
及
び
減
資
に
つ
い
て

４　

我
が
国
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
制

度
・
政
策
改
革
に
係
る
重
点
要
望
並
び
に
我
が

国
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
国
に
よ
る

革
新
的
な
政
策
の
確
立
の
要
望
に
つ
い
て

５　

漁
業
安
全
情
報
伝
達
迅
速
化
事
業
に
つ
い
て

６　

そ
の
他

理
事
会
情
報

● 年金のお受取りは漁協で！
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豊
浦
支
所
　
第
十
一
仁
豊
丸

�

有
限
会
社  

仁
三
郎

温
海
出
張
所
　
漁
勝
丸

�

髙　

橋　

富　

雄

温
海
出
張
所
　
弥
恵
丸

�

佐　

藤　

正　

美

豊
浦
支
所
　
海
運
丸

�

佐　

藤　

一　

郎

さ
か
た
総
合
市
場
　
宝
洋
丸

�

進　

藤　

十　

二

さ
か
た
総
合
市
場
　
第
十
二 

斎
福
丸

�

齋　

藤　

公　

人

さ
か
た
総
合
市
場
　
福
傳
丸

�

阿　

部　

昌　

樹

吹
浦
支
所
　
天
馬
丸

�

佐　

藤　

浩　

毅

日本漁船保険組合 山形県支所
　日本漁船保険組合は設立2年目を迎え、去る6月18日、東京のホテルグランドパレスで通常総代会を開催し、
平成29年度事業報告及び決算、平成30年度事業計画及び予算が承認されました。あわせて、任期満了に伴
う役員改選も行われました。
　日本漁船保険組合の新しい体制と、山形県支所の平成29年度事業概要を以下の通りご報告いたします。
　山形県支所は今後もより一層の漁船保険事業の安定と発展、保険サービスの向上を目指して支所の運営
を行ってまいりますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平
成
29
年
度

無
事
故
漁
船

�

所
有
者
等
表
彰

○
日
本
漁
船
保
険
組
合
役
員

会
長
理
事	

三
宅	

哲
夫

副
会
長
理
事	

臼
井	

賢
志

副
会
長
理
事	

中
林	

博
樹

副
会
長
理
事	

草
野	

正

専
務
理
事	

松
田	

稔

常
務
理
事	

本
田	

直
久

常
務
理
事	

佐
藤	

由
信

理
事	

濱
野	

勝
男

理
事	

横
内	

武
久

理
事	

福
島	

哲
男

理
事	

畑
中	

英
男

理
事	

服
部	

茂

理
事	

平
野	

仁
彦

理
事	

嶋
田	

栄
人

理
事	

𠮷
川	

宏
夫

理
事	

武
井	

大
助

理
事	

梅
﨑	

義
己

理
事	

東
恩
納	

博

理
事	

山
田	

邦
雄

代
表
監
事	

千
葉	

光
悦

監
事	

菊
池	

勝
貴

監
事	

長
岡	

英
典

監
事	

浅
田	

賢
一

○
山
形
県
支
所 

総
代
・
運
営
委
員

総
代
・
運
営
委
員
長	

伊
原	

光
臣

運
営
委
員	

飯
塚	

厚
司

運
営
委
員	

本
間	

元
幸

運
営
委
員	

佐
藤	

清
八
郎

運
営
委
員	

本
間	

昭
志

運
営
委
員	

和
田	

均

運
営
委
員	

池
田	

亀
五
郎

運
営
委
員	

斎
藤	

厚

運
営
委
員	

池
田	

薫

運
営
委
員	

齋
藤	

辰
幸

日本漁船保険組合 新体制の紹介

水
産
庁
長
官
表
彰

日
本
漁
船
保
険
組
合

�

会
長
表
彰

表２　漁船船主責任保険等加入実績と保険金支払状況
種　　　類 本年度契約金額 支払保険金 種　　　　類 本年度契約金額 支払保険金

隻数 金額（千円）件数 金額（円） 隻数 金額（千円）件数 金額（円）

漁船船主
責任保険

基本損害 612 313,700,000 1 196,878 漁船乗組船主保険 449 373,000 0 0 
乗客損害 88 33,670,000 1 87,000 漁 船 積 荷 保 険 3 201,000 0 0 
人命損害 69 208,000 0 0 プレジャーボート責任保険 132 16,380,000 2 89,464 

表１　普通保険地区別加入実績及び支払実績
支 所 名 在籍漁船 加入漁船 保険金額 純保険料 事故件数 支払保険金 損害率 事故率
念 珠 関 163 隻 148 隻 896,610 千円 14,367,116 円 20 件 10,580,102 円 73.6 ％ 13.5 ％
温 海 57 57 202,500 3,253,976 9 2,588,883 79.6 15.8 
豊 浦 79 74 439,340 7,920,141 7 1,132,184 14.3 9.5 
由 良 74 66 357,520 8,523,945 9 5,052,968 59.3 13.6 
加 茂 56 47 144,210 2,962,750 5 1,346,081 45.4 10.6 
さかた総合 110 101 1,002,460 21,805,279 28 15,337,413 70.3 27.7 
吹 浦 50 39 149,800 2,788,850 9 4,451,085 159.6 23.1 
飛 島 126 95 345,370 6,793,402 15 1,882,288 27.7 15.8 
そ の 他 5 3 1,241,000 3,816,920 0 0 0.0 0.0 
合 計 720 630 4,778,810 72,232,379 102 42,371,004 58.7% 16.2%
前 年 同 期 744 646 4,771,540 70,874,602 110 36,968,922 52.2% 17.0%
前年同期比（％） 96.8% 97.5% 100.2% 101.9% 92.7% 114.6% 112.4% 95.2%

＊在籍漁船には山形県漁業協同組合所有船「第５ちとせ丸」を含む

水
産
関
係
団
体 

平
成
29
年
度 

事
業
の
概
要

● メインバンクはJFマリンバンクを！
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本
県
の
平
成
29
年
度
の
水
揚
高

は
31
億
35
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度

対
比
で
4
億
90
百
万
円
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
要
因
と
し
て
底

曳
網
漁
業
を
は
じ
め
沿
岸
漁
業
が

総
じ
て
水
揚
不
振
と
な
り
、
は
え
な

わ
漁
業
・
い
か
釣
り
漁
業
も
前
年
を

大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。
ま
た
、
恒

常
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
漁
業

者
の
高
齢
化
、
魚
価
安
と
燃
油
価
格

の
高
止
ま
り
状
況
、
漁
場
の
急
激
な

変
化
な
ど
も
相
ま
っ
て
漁
業
経
営

を
一
段
と
厳
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
漁
業
環
境
に
あ
っ

て
、
本
年
が
初
年
度
と
な
る
普
及
推

進
全
国
運
動
「
ぎ
ょ
さ
い
で
安
心
」、

「
ぷ
ら
す
で
万
全
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
併
せ
て
「
資
源
管
理
･
収
入
安

定
対
策
事
業
」
を
説
明
し
な
が
ら
未

加
入
船
を
中
心
に
推
進
運
動
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
鶴
岡
市
、
遊
佐
町
の

小
型
合
併
漁
業
3
件
の
新
規
加
入

と
、
漁
獲
共
済
で
5
件
の
契
約
割
合

引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
前
年
度

同
期
比
で
の
漁
獲
共
済
の
加
入
件

数
は
235
件
と
8
件
減
少
と
な
り
、
共

済
金
額
に
お
い
て
は
前
年
を
若
干

下
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
る
漁
業
環
境
、
経
営

環
境
の
悪
化
が
「
ぎ
ょ
さ
い
と
積
立

ぷ
ら
す
」
に
そ
の
役
割
と
期
待
を
更

に
大
き
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
こ
に
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
漁
業

者
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

全国合同漁業共済組合 山形県事務所

ぎ
ょ
さ
い
加
入
で

安
心
経
営

☆
水
産
庁
長
官
賞《
７
年
間
無
事
故
者
》

北
斗
丸

�

髙
　
橋
　
正
　
博
　
殿
（
吹
　
浦
）

☆
漁
済
連
会
長
賞《
５
年
間
無
事
故
者
》

第
81
金
剛
丸

�

株
式
会
社 

マ
ル
ニ
チ
商
事 

殿（
本
所
）

第
81
白
山
丸

�

有
限
会
社 

白
山
丸
水
産  

殿
（
本
所
）

第
38
正
徳
丸

�

佐
　
藤
　
長
悦
郎
　
殿
（
本
　
所
）

三
和
丸

�

飯
　
塚
　
厚
　
司
　
殿
（
念
珠
関
）

北
洋
丸

�

佐
　
藤
　
勝
　
則
　
殿
（
念
珠
関
）

昭
豊
丸

�

本
　
間
　
正
　
徳
　
殿
（
念
珠
関
）

永
伸
丸

�

本
　
保
　
憲
　
二
　
殿
（
念
珠
関
）

第
三
栄
祥
丸

�

土
　
門
　
拓
　
也
　
殿
（
吹
　
浦
）

第
二
勝
栄
丸

�

佐
　
藤
　
勝
　
廣
　
殿
（
吹
　
浦
）

海
幸
丸

�

五
十
嵐
　
敏
　
彦
　
殿
（
酒
　
田
）

平
成
30
年
度

 

漁
業
共
済
優
績
者
表
彰

事務所別引受実績� （単位：百万円）

事務所
本 年 前　　　年

共済金額 共済金額 増 減
秋田県 757 778 △ 21

※ 山形県 2,166 2,214 △ 48
福島県 2,943 2,921 22
茨城県 7,401 7,678 △ 277

東京都・本所 3,004 2,421 583
神奈川県 4,846 4,865 △ 19
静岡県 12,892 12,769 123
新潟県 5,151 4,387 764
福井県 5,679 5,329 350
愛知県 6,324 6,488 △ 164
京都府 3,408 3,311 97

大阪・和歌山 8,680 6,814 1,866
岡山県 2,530 2,352 178
鳥取県 8,727 8,538 189
島根県 11,497 10,959 538
山口県 6,675 6,441 234
高知県 18,573 16,315 2,258
大分県 16,798 14,777 2,021
沖縄県 5,032 4,402 630
合　計 133,083 123,759 9,324

事務所別支払実績� （単位：百万円）

事務所
本 年 前　　　年
共済金 共済金 増 減

秋田県 21 31 △ 10
※ 山形県 82 40 42

福島県 173 64 109
茨城県 179 77 102

東京都・本所 40 8 32
神奈川県 134 108 26
静岡県 619 93 526
新潟県 116 91 25
福井県 33 18 15
愛知県 258 238 20
京都府 75 76 △ 1

大阪・和歌山 394 43 351
岡山県 79 91 △ 12
鳥取県 112 107 5
島根県 77 150 △ 73
山口県 109 106 3
高知県 133 231 △ 98
大分県 928 139 789
沖縄県 72 79 △ 7
合　計 3,634 1,790 1,844

積立ぷらす� （単位：千円）

事務所 漁業者
積立額

払　戻
補填金

秋田県 21,610 24,840
※ 山形県 46,000 69,000

福島県 159,500 96,600
茨城県 340,370 417,720

東京都・本所 224,750 238,360
神奈川県 279,670 298,360
静岡県 748,490 1,306,880
新潟県 220,700 380,280
福井県 184,890 62,320
愛知県 294,100 373,960
京都府 150,780 292,520

大阪・和歌山 280,090 111,000
岡山県 115,970 186,240
鳥取県 355,120 69,240
島根県 438,890 396,760
山口県 208,340 220,200
高知県 373,300 491,440
大分県 605,780 78,360
沖縄県 116,640 86,720
合　計 5,164,990 5,200,800

（平成29年度　20都府県事務所別 実績一覧表）

● 公共料金の口座振替は漁協で！
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ＪＦ共水連東北事業本部　山形支店
　

Ｊ
Ｆ
共
済
は
「
一
人
ひ
と
り

の
笑
顔
の
た
め
に
…
協
同
の

原
点　

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計

画
（
平
成
二
十
九
年
度
～
三
十

一
年
度
）」
の
初
年
度
と
し
て
、

Ｊ
Ｆ
共
済
の
理
念
で
あ
る
「
組

合
員
・
地
域
住
民
の
暮
ら
し
の

保
障
に
万
全
を
期
す
」
と
い
う

全
体
目
標
を
掲
げ
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　

本
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
は

「
協
同
の
原
点　

新
３
か
年
ス

タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
銘
を
打
ち
、
共
済
事
業

に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
普
及
推
進
並
び
に
、
業
務
研

修
実
施
等
に
よ
り
体
制
強
化
に

努
め
、「
提
案
型
推
進
の
促
進
」

「
恒
常
・
集
中
推
進
へ
の
支
援
」

「
担
当
者
研
修
・
広
報
活
動
の

強
化
」
な
ど
重
要
諸
施
策
を
積

極
的
に
実
施
致
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
東
北
６
県
合
同
に
よ
る

「
見
直
そ
う
浜
の
保
障
！
広
め

よ
う
Ｊ
Ｆ
共
済
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
！
」
も
行
な
い
、
事
業
量
目

標
の
早
期
達
成
に
向
け
た
チ
ョ

コ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
致

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
共
済
の
基
幹
種
目
で
あ

る
生
命
共
済
「
チ
ョ
コ
ー
」
は
、

純
新
規
目
標
達
成
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
一
定
の
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

一
方
、
建
物
共
済
「
く
ら
し
」

は
新
規
補
償
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

厳
し
い
漁
業
・
事
業
環
境
の

な
か
、
共
済
加
入
等
に
ご
協
力

頂
い
た
皆
様
に
対
し
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
組
合

員
・
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
や
信
頼
に
お
応
え
出
来
る
よ

う
、
Ｊ
Ｆ
や
ま
が
た
と一体
と
な
っ

て
「
ふ
れ
あ
い
型
」
推
進
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆JF共済　平成29年度加入状況

共　済　種　類
実　　績 保　　有

件数 共済金額 件数 共済金額

長
期
共
済

チョコー
新　規

146
134,510 1,203 776,950

純新規 100,010 ― ―
く ら し 25 40,400 232 265,650

年　金
新　規 9 58

464 2,528
増　額 19 28

短
期

ノリコー 293 104,800 ― ―
カ サ イ 422 642,089 ― ―

☆平成29年度共済金支払状況
普通厚生共済（チョコー）

満 期・ 給 付 金 104 件 17,424 万円
死 亡 6 3,411
入 院・ 通 院 他 123 1,222

計 233 22,057

乗組員厚生共済（ノリコー）
満期 1 件 105 万円

事故 2 3

計 3 108

火災共済（カサイ）
3 件 298 万円

団体信用厚生共済（ダンシン）
0 件 0 万円

生活総合共済（くらし）
満期 19 件 1,750 万円
事故 8 193
計 27 1,943

漁業者老齢福祉共済（ねんきん）
年金 242 件 3,045 万円
死亡 0 0
計 242 3,045

（単位：件、万円）

今こそ示そう「浜の底力」

がんばろう漁村　浜の応援団

浜に笑顔の見張り番

「JF共済３か年計画」
運動スローガン

（平成29～31年度）

「一人ひとりの笑顔のために
　     　　　　・・・協同の原点」

● 年金のお受取りは漁協で！
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山形県漁業信用基金協会

（金額単位：千円）

区　　　　分 前年度末保証残高 保　証　額 償　還　額 代　弁　額 本年度末保証残高
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

近代化資金 46 341,997 9 129,140 2 88,590 0 0 53 382,547

一
般
資
金

金 融 公 庫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一 般 緊 急 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
借 替 緊 急 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他一般資金 108 159,989 10 14,220 27 55,850 0 0 91 118,359
小 計 108 159,989 10 14,220 27 55,850 0 0 91 118,359

計 154 501,986 19 143,360 29 144,440 0 0 144 500,906

⑴　会員と出資金
　会員数は、前年度末より3名減少し、本年度末会員数は66名
であります。
　また、出資金については、前年度末より700千円減少し、本
年度末出資総額は666,600千円であります。

⑵　保証業務
　年間保証額は、19件143,360千円（うち漁協生活ローン６
件5,420千円）となり、その結果、本年度末保証残高は144件
500,906千円となりました。前年度末対比では、件数では10件、
保証残高では1,080千円減少しております。
　なお、資金種類別の保証状況は下表のとおりです。

⑶　代位弁済と求償権
　代位弁済事故防止に努めた結果、本年度は発生しませんで
した。
　一方、回収にあたっては、極めて厳しい情勢の中で積極的
な回収努力と支払協力による回収で6,665千円（目途額6,645千
円、達成率100％）の回収を図ることができました。その結果、
本年度末求償権残高は、17名142件1,247,486千円となりました。
　今後とも、債務者ならびに関係機関のご協力をいただきな

がら回収を図りたいと考えております。

⑷　収支
　収入については、金融市場を取り巻く環境は依然厳しい中、
基金等の運用資金を有効活用し、運用益の確保に努めた結果、
収益合計18,569千円となりました。
　一方、支出については、費用合計16,322千円となり、これに
より、本年度末当期利益金2,247千円計上する結果となり、本
年度末をもって繰越欠損金は解消することとなりました。
　今後も経営改善計画に沿って事業を展開し、経費削減を行
い、関係機関と協議しながら、漁業金融の円滑化を促進する
とともに、保証基盤の強化を図り、中小漁業者の経営の改善
と安定化に寄与できるよう努めて参りたいと考えております。

⑸　役員の異動
　就任（平成30年６月26日）
　　理事長　沼澤　弘幸　　代表監事　髙橋　和博

　退任（平成30年３月31日）
　　理事長　木村　和浩　　代表監事　渡邊　雅彦

　加茂地区油戸で「魚の森づくり活動」が７月７日㈯開催されま
した。この活動は平成９年から開始され、現在まで海岸沿いの約
1.6haの丘陵地にクロマツやカシワなど約3000本を植樹、魚を育
むきれいな海になるようにとボランティアの皆さんが活動を続け
ています。
　数日前より天候が悪く開催が心配でしたが、多少の雨なら決行！
という事務局の強い意志が通じたのか、やがて雨は止み、涼しい中
で作業ができました。漁協女性部を始め、地元漁業者等総勢72名
が参加し、植栽班、草刈班、つる切り班に分かれて山の手入れを
行いました。皆さん手慣れたもので、長い鎌で腰まである雑草を
刈ると、みるみる山がきれいになり、終了の声がかかった後も「こ
の木の下、もうちょっと！」と熱心な参加者の姿に、さすが浜のか
あちゃん！と感心する場面もありました。今回は、新たにカシワと
アキグミ計42本が捕植され、成長が楽しみになりました。その後は、
ヒラメ稚魚700尾を放流、解散となりました。
　「ヒラメさん、大きくなって戻ってこいのー」

油戸下草刈り

● メインバンクはJFマリンバンクを！
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● 公共料金の口座振替は漁協で！
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７
月
に
入
り
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
お
題
は
イ
ワ
ノ
リ
で
す
。
イ
ワ
ノ
リ
と

言
え
ば
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
冬
の
食
材
で
す

が
、
冬
の
収
穫
に
向
け
て
大
事
な
時
期
に
な
る

の
が
夏
か
ら
秋
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
お
題
に

し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ワ
ノ
リ
、
寒
鱈
汁
等
に
か
か
せ
な
い

食
材
で
す
が
、
我

が
櫻
井
家
で
は
、

イ
ワ
ノ
リ
は
お
ひ

た
し
や
、
お
雑
煮

に
よ
く
同
居
し
て

お
り
ま
す
。
小
波

渡
出
身
だ
っ
た
祖

母
の
影
響
か
、
我

が
家
の
正
月
の
お

雑
煮
は
芋
茎
と
イ

ワ
ノ
リ
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
も
の
で
、

正
月
に
イ
ワ
ノ
リ

は
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
櫻
井
家

の
食
文
化
は
置
い

て
お
い
て
、
皆
様

イ
ワ
ノ
リ
に
つ
い

て
ど
こ
ま
で
知
っ

て
い
ま
す
か
？

●
イ
ワ
ノ
リ
っ
て
そ
も
そ
も
何
？

　

庄
内
地
方
で
イ
ワ
ノ
リ
と
呼
ば
れ
て
い
る
海

藻
は
、
標
準
和
名
（
図
鑑
に
載
っ
て
い
る
名
前
）

を
「
ウ
ッ
プ
ル
イ
ノ
リ
」
と
い
い
ま
す
。
皆
様

の
前
に
お
目
見
え
す
る
時
期
は
主
に
１
２
月
～

２
月
で
、
気
の
早
い
奴
は
11
月
半
ば
く
ら
い
か

ら
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
２
月

に
入
る
と
色
が
変
わ
っ
て
き
て
、
流
出
ま
た
は

枯
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
イ
ワ
ノ
リ
は
種
（
胞
子
）
を
２
回
出
し

ま
す
！

　

ノ
リ
の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
時
が
胞
子
を
出

し
て
い
る
時
期
（
１
回
目
、
２
月
～
３
月
）
で
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
し
か
し
、

次
の
冬
ま
で
の
時
期
は
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
い
っ
た
い
ど
こ
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
…
。
実
は
、
ノ
リ
を
見
か
け
る
こ
と
の
な

い
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
非
常
に
小
さ
い
状
態

で
、
目
で
は
よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
の

姿
を
糸
状
体
と
言
い
、
カ
キ
殻
の
中
な
ど
に
潜

り
込
ん
で
夏
休
み
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
糸
状
体
が
、
水
温
が
20
℃
く
ら
い
に
な
る
秋

に
胞
子
を
出
し
（
２
回
目
、
９
月
～
10
月
）、
そ

の
胞
子
が
付
着
し
て
生
長
す
る
と
イ
ワ
ノ
リ
に

な
る
わ
け
で
す
。

●
イ
ワ
ノ
リ
増
殖
場
の
掃
除
の
時
期
は
？

　

１
回
目
の
胞
子
は
前
述
の
糸
状
体
に
な
る
の

で
、
気
に
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
、

２
回
目
の
胞
子
に
つ
い
て
は
、
付
着
し
た
後
に

漁
獲
物
で
あ
る
イ
ワ
ノ
リ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
増
殖
場
な
ど
、
生
え
て
欲
し
い
と
こ
ろ

が
汚
れ
て
い
る
、
ま
た
は
ほ
か
の
生
物
や
藻
類

が
先
着
し
た
状
態
だ
と
、
胞
子
が
付
着
で
き
な

い
、
ま
た
は
付
着
し
て
も
大
き
く
な
れ
な
い
こ

と
に
な
り
、
な
ん
だ
か
今
年
は
生
え
て
こ
な
い

な
…
、
と
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
の
、
２

回
目
の
イ
ワ
ノ
リ
胞
子
が
出
て
く
る
前
に
掃
除

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
８
月
の
下
旬
か
ら
９
月

の
早
め
が
適
期
で
、
遅
く
と
も
９
月
中
に
掃
除

す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
増
殖
面
の

掃
除
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
畑
を
耕

す
の
と
同
じ
…
、と
考
え
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

山
形
県
水
産
試
験
場 

浅
海
増
殖
部
　
　
　
　
　

研
究
員  

櫻
井
　
克
聡

イワノリ増殖場の掃除はなぜ必要？

増殖場のイワノリ イワノリ入り寒鱈汁

● 年金のお受取りは漁協で！
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日
本
船
保
険
組
合 

山
形
県
支
所 

主
任
　
菅
原
　
達
矢

◆
日
本
中
を
沸
か
せ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
終
わ

り
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く

頃
に
は
、
暑
い
夏
の
真
っ
只
中
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
プ
レ
ー
に
誰
し
も
が
魅
了
さ
れ
た
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
国
の
そ
れ

ぞ
れ
独
特
な
カ
ラ
ー
を
も
つ
チ
ー
ム
の
対
戦
を

観
て
、
選
手
個
人
の
才
能
だ
け
で
な
く
、
組
織

と
し
て
の
戦
術
の
大
切
さ
も
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
個
々
人
の

プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
と
組
織
と
し
て
の
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
ス
タ
イ
ル
に
、
各
国
の
文
化
や
風
土
、

歴
史
、
民
族
性
な
ど
が
表
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

大
変
面
白
く
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本

代
表
の
活
躍
も
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し

た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
は
、
二
百
億
円

超
の
経
済
効
果
が
あ
る
そ
う
で
、
日
本
経
済
に

と
っ
て
も
追
い
風
が
吹
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
済
の
活
性
化
に
よ
り
、

景
気
が
上
向
き
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
今
年
も
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
七

月
は
年
初
に
立
て
た
目
標
の
進
歩
状
況
を
見
つ

め
直
す
い
い
機
会
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

既
に
目
標
を
達
成
し
た
人
、
目
標
半
ば
の
人
、

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
目
標
半
ば
の
人
は
、

過
去
の
自
分
自
身
の
行
動
を
客
観
的
に
見
て
、

修
正
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
修
正
を
行
い
、
年
末

に
良
い
一
年
だ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
、
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
す
い
さ
ん
山
形
は
、
今
後
と
も
充
実
し
た
庄
内

浜
の
情
報
誌
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編

集
後

記

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳
吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

５月末迄水揚累計 275,242 11,982 8,256 73,803 31,878 44,026 27,433 7,846 70,018 

月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 143,916 8,312 6,915 31,396 14,346 26,281 14,989 2,265 39,412 

県 外 船 水 揚 109,490 0 0 89,607 0 1,137 0 0 18,746 

合 計 253,406 8,312 6,915 121,003 14,346 27,418 14,989 2,265 58,158 

前 年 同 月 水 揚 210,543 9,542 10,815 74,914 15,104 25,609 16,823 6,344 51,392 

本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 386,125 20,294 15,171 78,880 46,224 70,307 42,422 10,111 102,716 

県 外 船 水 揚 142,523 0 0 115,926 0 1,137 0 0 25,460 

合 計 528,648 20,294 15,171 194,806 46,224 71,444 42,422 10,111 128,176 

前年度水揚累計 533,766 24,870 21,451 158,560 43,219 82,818 56,259 15,328 131,261 

増 減 -5,118 -4,576 -6,280 36,246 3,005 -11,374 -13,837 -5,217 -3,085 

水　揚　情　報平成30年６月30日現在 （単位：千円）

今あがっている魚　ー ６月のベストテン ー 　前年対比　増 →減
→ 変らず →

水　揚　金　額（千円）

月間MVP

漁 　 獲 　 量（㎏）

月間MVP

１ す る め い か 127,998 → １ す る め い か 240,943 →
２ た い 19,871 → ２ べ に ず わ い 57,210 →
３ ほっこくあかえび 16,507 → ３ た い 34,953 →
４ 口 細 8,850 → ４ ぶり・ い な だ 20,146 →

５ べ に ず わ い 8,009 → ５ ほっこくあかえび 18,913 →
６ も ず く 7,332 → ６ た ら 14,803 →
７ か き 貝 5,831 → ７ あ じ 13,800 →

８ ぶり・ い な だ 4,077 → ８ 口 細 10,270 →
９ あ じ 3,346 → ９ ほ っ け 9,283 →
10 ひ ら め 3,045 → 10 か き 貝 6,737 →

● メインバンクはJFマリンバンクを！



　山形県漁業協同組合の前代表理事組合長　五十嵐安哉氏が、
平成30年春の褒章伝達式で黄綬褒章を受章されました。褒章
伝達式は、農林水産省講堂にて5月15日に行われ、磯崎陽輔農
林水産副大臣から褒章と章記が手渡されました。その後、皇
居にて天皇陛下に拝謁されました。
　五十嵐安哉氏は、昭和35年より家業の漁業に従事し小型底
曳網漁業を経営。平成12年には、山形県機船底曳網漁業協議
会長に就任し、平成15年に発生した韓国籍貨物船沈下コンテ
ナの撤去について、沿岸市町及び山形県、更には国までも動
かしコンテナ撤去を実現させた功績は大なるものがあります。
平成17年には、山形県水難救済会長、同年、山形県漁業協同
組合理事としてその任にあたり、平成20年には代表理事組合
長に就任、3期を努め平成29年に退任。その間、全国組織団体
の要職も務めるなど本県水産業の振興、発展に貢献されました。
　平成28年度にはその功績が評価され、山形県水産業賞を受
章。また、代表理事組合長として協同運動の推進、発展に貢
献した功績が評価され同年度に漁協運動功労者表彰も受賞さ
れております。
　心からお慶び申し上げますとともに、今後ますますのご健
勝とご活躍を祈念いたします。

　5月14日～6月30日まで山形市で『庄内浜春の
旬の魚キャンペーン』が開催されました。
　山形県の内陸地域で庄内浜産の水産物の消費
を拡大することを目的として、流通の強化やPR
活動が行われました。
　今回のキャンペーンの応援店である庄内浜産
の水産物を取り扱う飲食店や量販店の協力を得
て、消費者へ庄内浜の魚の魅力を伝えることが
できたと感じております。
　キャンペーン期間中、山形市の生協３店舗に
応援させて頂いた時は、開店に合わせて多くの
お客様にマダイやアジなどをお買い求め頂きま
した。お客様の中には、「もともと庄内に住んで
いたため、今回のキャンペーンで庄内の魚を食
べることができて嬉しい。」との声がありました。

五十嵐安哉氏黄綬褒章受章

販売企画課　佐藤　真生

春の旬の魚
キャンペーン

庄
内
浜
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